
 

なす台風対策 
 

ＪＡはが野 営農指導 

 

はが野管内にてお盆のころ台風通過が予測され、大雨や強風等の影響が出ることが予想されます。 

通過前・通過後の対策をしっかり行い、草勢の回復に努めましょう。 

 

①状況の確認 

○防風ネット、Ｖ時支柱の点検、マイカー線の状態を確認すること。 

 切れていたり、破損のあった場合には速やかに補修を行うこと。 

〇風雨による傷果は摘果し、著しく損傷した葉も摘葉する。樹勢回復と病気予防対策を行う。 

 

②排水対策               

◆ ↓ ほ場が過湿になった時の有効な資材 ↓ 水が溜まった圃場は速やかに排水に努める！！ 

（1）はが野ルートパワーα液剤：100 倍液を 10a 当り 200～300L 葉面散布する。又は、10a 当り 10

㎏を 100 倍液以上に希釈し灌注する。 

（2）グリーンセーフＳ：10a 当り１ℓ、1500～2000 倍を灌注、葉面散布は 800～1000 倍で。 

（3）ネハリエース粒剤：畝間や株もとに 10a 当り 20 ㎏撒粒する。 

 

③台風通過後は草勢回復に努めましょう！ 葉面散布＋殺菌剤散布 

葉面散布：メリット青 500 倍  、メリット黄 500 倍 または  葉友 1000 倍   

（ ↑ 窒素成分中心の葉面散布剤を使用する。 ↑ ） 

殺菌剤散布：損傷した部位からの病気の侵入を防ぐためにも、 

殺菌剤を散布しましょう。 

 

◆灰色かび病、褐色腐敗病に登録のある主な薬剤（Ｒ１.６.１２.現在） 

※ 農薬を使用する前にはラベルを確認し、使用基準を遵守しましょう。水和剤は実に汚れが出る場合がございます。 

◆上記農薬以外についても在庫状況をご確認いただき、在庫があるようでしたらそちらをお使いください。 

 

効果 病害名 農薬名 使用時期 使用回数 使用倍率 

予防・治療 
灰色かび病・菌核病・ 

うどんこ病 
シグナムＷＤＧ 前日 ３回 1500 倍 

予防・治療 灰色かび病・菌核病 ゲッター水和剤 前日 5 回 1000～1500 倍 

予防 
灰色かび病・すすかび病・ 

うどんこ病・菌核病 
アフェットフロアブル 前日 3 回 2000 倍 

予防 灰色かび病 セイビアーフロアブル 20 前日 3 回 1000～1500 倍 

予防・初期治療 褐色腐敗病 レーバスフロアブル 前日 3 回 2000 倍 

予防・初期治療 褐色腐敗病 ランマンフロアブル 前日 4 回 2000 倍 

予防・治療 褐色腐敗病 フォリオゴールド 前日 3 回 800～1000 倍 

しっかり支柱にとめる

こと。被害が軽減でき

ます。 

汚れ注意 

薬剤散布については日中は

避け、天候や気温を確認し、

早朝・夕方に行いましょう。 

窒素が入っている資材が

有効です。 



台風通過に伴う梨の対策について 
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 事前対策 

・多目的防災網の破れを確認し補修する。風当たりの強い園地は、必

要に応じて、防風ネットを周囲に巻き、補強する。 

・水田転換畑は、冠水しやすいため、明きょ排水等を行う。 

・収穫が始まっている場合は、台風接近前（風が強まる前）にできる

だけ成熟果を収穫しておく。 

・収穫した果実の一時保管は、清潔なコンテナに入れてシートを被せ、

冷涼な室内（納屋等）へ置いておく。 

 

 事後対策 

・台風に伴う擦れ果、裂皮が増えるおそれがあるため、出荷に際して

は選果選別を徹底する。台風通過後、成熟が進んだ場合に収穫が遅

れないよう注意する。 

・園内が冠水した場合は、速やかに明きょ等の排水対策を講じる。 

・台風通過後、枝葉等がひどく損傷した場合は、直ちに殺菌剤を追加

で散布する（園地の地面が緩んでいることに注意）。 

・多目的防災網が破損した場合は、できるだけ早く補修する。 
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